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------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

賛助会員（順不同） 

７月末日現在１１社の登録・申し込みをいただいております。 

ありがとうございます。 

旭化成メディカル株式会社さま、アッヴィ合同会社さま、コヴィディエンジャパン株式会社さま 

杏林製薬株式会社さま、株式会社ＪＩＭＲＯさま、田辺三菱製薬株式会社さま、 

テルモ株式会社さま、淀川食品株式会社さま、株式会社三雲社さま、株式会社エコファクトリーさま 

ヤンセンファーマ株式会社さま 

編集：IBDネットワーク合同会報担当患者会 ＩＢＤ宮城 編集チーム 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

※掲載の広告内容についてのお問い合わせは、当会ではお答え致しかねます、広告主様へ直接お尋ね下さい。 
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群馬ＩＢＤ 新年会の開催 

 

    新 年 会 開 催  

 

恒例の新年会を、２月13日（土）に、前橋市のホテルサンダーソン1階 

『 レストラン ジュノー 』で開催しました。 

当日は暖冬のせいか例年より暖かい陽気の中、今回は和食の献立ではなく 

ホテルでの洋食ハーフコースにチャレンジしました。 

参加される皆さんが遠慮なく食べられるだろうか？！とかなり不安でした 

が、皆さん完食されていましたので、企画した役員もホットしました。 

楽しい雰囲気での食事は、消化管への負担も少ないと思いますので 

その後体調を崩された方もいなかった様です。 

また、例年参加される常連の会員さんで用事や手術などで参加できなか 

った方から皆さんへ宜しくお伝えくださいと伝言されました。 

参加者18名でビンゴゲームをして、もれなく景品が当たりましたので、皆さんで楽しい一時を過ごしました。 

また色々 なイベントを開催して参加出来る機会を作りたいと思います。 

来年も沢山の会員の皆さんのご参加をお待ちしています！ 

  

 

 

 

 

                        （ 乾杯！ ） 

 

 （ 全員参加で記念撮影 ）       

 

 

1等ドライヤー 2等クッション 3等羊のクッション 4等スープポット  

5等もスープポット  6等バック 7等時計 8等タオル 9等ハンカチ  

10等ブランケット 11等カップ 12等ブランケット 13等ブランケット14等カップ  

15等靴下 16等も靴下 17等も靴下 18等ハンカチ 

 

 

ビンゴの景

品 は 何 か

な？ 皆さん満足す

る品物がもら

えましたか？ 
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群馬ＩＢＤ 高崎三山ライオンズクラブ様 寄付金授与並びに定例会へ出席 

 

高崎三山ライオンズクラブ様より寄付金授与 
 

昨年 10月 22日 高崎三山ライオンズクラブ様の事務所において、 

高崎三山ライオンズクラブ第 31代会長 佐々木 弘道 様より 5万円のご寄付を授与されました。 

高崎三山ライオンズクラブ様には、私共の患者会が結成して以来毎年沢山のご寄付を賜りましてあり

がとうございます。会員一同心より厚く感謝申し上げます。頂戴しました寄付金は、毎年患者会活動

に有意義に活用させていただいています。今後共ご支援、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

当会から井田会長、原で訪問させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付金授与式 左側 佐々木会長様   感謝状をお渡ししました 左側 佐々木会長様 

 

高崎三山ライオンズクラブ様 定例会へ出席 
 

去る、3月 25日 ニューサンピア高崎「榛名」において表題の会議が開催されました。 

その席に、佐々木会長のご好意で、私共患者会から井田会長と原が出席させていただき、ライオンズクラブ

の会員の皆様へ炎症性腸疾患（IBD）についてどのような病気なのか説明させていただきました。当日は貴重

な会議の時間を 30 分以上も割いていただき、患者会活動についてもお伝えする機会を頂戴しました。また、

会員の皆さんは熱心に病気の説明をお聴き下さり、患者さんの病状により就労状況がどうなっているか？、

患者さんを取り巻く状況についてご心配いただきました。難病患者さんの病状は 10 人いれば 10 通りの症状

が出ていると思われます。また 1 年を通しても季節（熱い、寒い等）や家庭環境、受診している医療機関、

その他患者さんを取り巻く環境によって非常に流動的だと思われます。更に同じ患者さんでも症状は、発症

してから年数を経過する過程で、年齢や人生のイベント等によっても複雑に変化しますので、日頃から病気

について学習して、症状に変化が出た時は重症化させない 

ようにその都度適切な対応が非常に大切だと思います。適

切な対応で働く事も可能になり、長期間の就労にも繋がる

と思います。早期に難病患者さんでも働き続けられる法律

の制定が望まれます。 

向って右側 事務局長様 中央 事務員様     
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ＩＢＤ宮城 「豆腐料理教室」を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豆腐料理教室 ２０１６．３．２７ 

 
ＩＢＤ宮城で、「豆腐料理教室」を開催しました。 

参加人数は、８名（ご家族含む）と少人数でしたが、お子様たちもいて楽しく 

和やかな雰囲気でした。 

★メニュー★ 

◎ごはん 

◎寄せ豆腐 

◎そぼろあんかけ 

◎ジャガイモのしらす佃煮のせ 

◎菜花の味噌汁（煮干しだし） 

◎マシュマロヨーグルト 

みんなで仲良く豆乳しぼり～♪ 

「豆腐」は、原料が大豆♪ 

良質のたんぱく質を含んでいるので、ぜひ食事に取り入れたいですね♪ 

※体調に合わせて摂取してください！！ 
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    平成 28年 3月 27日（日） 

IBDみやぎ 

 

 

 

 

 

 

 

★寄せ豆腐 

 （材料）豆腐１丁分 

  大豆   150g 

  お湯   650cc 

  本にがり  約５g 

   

   

 ☆さらし、ザル、 

  温度計、ミキサー 

等準備 

 

 

 

 

 

 

★そぼろあんかけ 

 （材料）４人分 

  鶏ひき肉  320g 

  玉ねぎ   １ヶ 

  ニンジン  １本 

  ●みりん  大３ 

  ●酒    大２ 

  ●醤油   大５～６ 

  ●しょうが汁 少々 

  水溶き片栗粉  適量 

 

 

 

 

 

レ シ ピ 

（作り方） 

①玉ねぎ・人参はみじん切り。 

②鍋に①を入れ、ひたひたの水を入れて柔らかくなる

まで煮る。 

③鶏ひき肉を加え、ほぐしながら加熱する。 

④●の調味料を入れ、水溶き片栗粉でトロミをつけて

出来上がり。 

※味はお好みで調節してください。 

豆 腐 料 理 教 室 

（作り方） 
①大豆は水に浸しておく。（夏場：約 8 時間、冬場：約 15 時間）
にがりは、水を足して 50cc（５倍に薄める）にしておく。 
 
②大豆とお湯をミキサーにかける（３～４回に分けて）。 
 ※熱湯だとミキサーをかけるとき吹きこぼれるので注意 
 
③②をさらし等で搾り、おからと豆乳に分ける。 
 
④豆乳を鍋に入れ火にかけ、沸騰したら弱火にして約 10 分煮る。
（※焦げ付かないよう木べらでかき混ぜながら） 
 
⑤上澄みの泡をさっと取り除いて、温度が約７５℃になったら、木
べらで 10回ほどかき回したところに「にがり」を加え、さらに５
回かきまぜたら、蓋をして 10 分蒸らして出来上がり。（※にがり
は必ず薄めて！！） 
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★茹でじゃが～しらす佃煮のせ～ 

 （材料）４人分 

  ジャガイモ  ４ヶ 

  ●しらす   80g 

  ●みりん   大２ 

  ●醤油    大１～２ 

  ●砂糖    小２ 

   

 

★煮干の味噌汁 

 （材料）４人分 

  煮干し    約 10g 

  水      800cc 

  味噌      適量 

  お好みの野菜  適量 

 

★マシュマロヨーグルト 

 （材料）４人分 

  マシュマロ  適量 

  ヨーグルト  適量 

                                             

 

（作り方） 

①煮干しは頭と腸をとり、水と一緒に鍋に入れ、約 30 分漬け

ておく。 

②①を火にかけ、沸騰直前に煮干しを取り出す。 

③野菜を入れて柔らかくなったら、味噌で味付けて出来上がり。 

（作り方） 

①マシュマロとヨーグルトを和えて、一晩冷蔵庫で寝かして

出来上がり。 

（作り方） 

①ジャガイモは適当な大きさに切って、茹でておく。 

②フライパンに●をすべて入れ、火にかけ、水分を飛

ばすように煮詰める。 

③ジャガイモに②の佃煮をのせて出来上がり。 
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九州エリア会議 
 

日時：平成 28年 6月 11日（土）13：30～16：30 

場所：あいれふ 視聴覚室 B 

参加者：【宮崎】御手洗洋子・毛上友加  【熊本】中山泰男・長廣幸  【長崎】麻生光芳  

【佐賀】秀島晴美・永田栄作  【福岡】水口裕治・山田貴代加 

【オブザーバー】富松雅彦 新家浩章 

 

 九州エリアでは平成 28年度第 1回目のエリア会議を行った。各県の報告では、医療講演会や調理教室

の開催（予定を含む）に加え、RDD（世界希少・難治性疾患の日）イベントへの参加報告もあった。また、

難病カフェ（飲み物やお菓子を用意し、カフェでおしゃべりするようにリラックスして患者同士の交流

が行えるようにしたイベント）を初めて行った福岡 IBD「なんくるカフェ」やそれに続いた熊本 IBD「く

まカフェ」の報告があり、参加者の反応もよく、何よりスタッフも楽しめたとして、どちらも今後の継

続が予定されている。 

 多くの患者会が注目している熊本・大分震災についても議題となった。被災した熊本 IBD から、被災

状況や罹災して明らかになった難病患者の課題について話があったが、その中で印象深かったのは、地

域での要支援登録についてだった。平常時は IBD など自助努力によって自立している難病患者は要支援

登録をしていない。このため、ライフラインが止まり、地域の商業施設や医療施設の機能が停止すると、

投薬だけでなくトイレや栄養摂取についての問題を持つ IBD 患者はとたんに大きな困難に陥るが、一般

人と同じ対応しかなされないことになってしまう。要支援登録をしている者には行政の保健師や福祉担

当者、地域の民生委員など多くの支援者が訪問し、必要な援助を行うが、要支援登録をしていない者に

は誰も来ないのだ。今回の地震では家を離れることができず車中泊をした人も多かったが、小学校など

の一次避難所には物資が集まるだけでなく保健師などが配置され、要支援者として行政に把握してもら

うことができる。また、平常時に準備している防災グッズだけでは不十分で、難病患者独自の備えが必

要であることも再認識できた。 

九州はこれまで地震は少なく、風水害は多いために台風時の心構えはあっても、地震に対してはあま

りに無防備だったとも言える。しかし、過去の大震災の教訓が生かされ、今回の震災では NPO や他県の

行政の動きが非常に早かった。私たちは、個人として、また地域として何が必要だったのか何ができる

のかを再度考え、また備え、この震災の経験を無駄にしないようにしたい。 

（佐賀 IBD縁笑会 秀島晴美） 
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第５回 福岡大学筑紫病院 炎症性腸疾患（IBD）センター 市民公開講座 

 

 第５回福岡大学筑紫病院炎症性腸疾患（IBD）センター市民公開講座が平成 28 年 6 月 12 日（日）に

JR九州ホールにておこなわれました。 

 

Ⅰ部では松井敏幸教授より『内科医の立場から～IBDとの付き合い方～』のご講演がありました。 

統計データをもとに、発症、治療、生活、糞便移植や白血球の遊走を利用した最新治療、またガンの発

症についても詳細かつ客観的視点によるお話がありました。糞便移植治療については会場からも質問が

ありましたが、効果のほどは現状では明確な差が出ない状況とのことでした。また 60歳以降の潰瘍性大

腸炎の発症の原因に禁煙があることもデータによる説明がありました。残念ながらタバコは発症の原因

にはなりますが、喫煙しても治療の効果はないそうです。 

 

Ⅱ部では山本孝治氏より『自分らしく生きる工夫～生活

と内面の変化に焦点をあてて～』、中山泰男代表からは『カ

ミングアウトによる社会的影響』の講演がありました。 

 山本孝治氏からは患者インタビューによる研究結果と

して IBD 患者の生活の再構築についてお話しがありまし

た。『悪化しても診断データにでない』『他人への病気の説

明が難しい』等の患者にしか分からない繊細な悩みの報告

があり、創意工夫によって障害を克服した実例の説明もあ

りました。病気を自分の個性として共に生きる、といった

ご自身の経験のお話があり、会場に勇気を与えました。 

 中山泰男代表からは病名の告知等のカミングアウトの

必要性のお話しがありました。特に熊本震災時のカミングアウトの有無によって生死を分ける状況も起

こり得た経験のお話しは身に詰まされる内容で、会場は息を飲みました。 

 

Ⅲ部では、二見喜太郎教授より『外科医の立場から～IBDから学んだこと～』の講演がありました。 

ご自身の医師としての経験をお話しいただきましたが、そのまま IBD治療の歴史ともいえる内容でした。

治療法のない時代からの、緩和的医療、内科との連携、肛門温存手術、腹腔鏡手術、ロボット手術とい

った医学的な専門的なお話しでしたが、非常に迫力のある朗々とした話しぶりで退屈することがありま

せんでした。また、『外科治療は、手術以外の治療がない場合におこなうべきもの』としたお考えで、そ

のうえで、いざ手術が必要となれば、最低 3 通りの手術方法を思案する、とのお話しをされました。社

会一般的なバンカラなイメージとは異なり、外科医は繊細・慎重・臆病であり、実にきめ細やかな精神

の持ち主であることをユーモアたっぷりな話口でご説明いた

だき、会場を大いに盛り上げました。最後に、医師として必

要なのは同情ではなく、自立を促す働きかけであって、患者

の 10年先を見据えた治療である、とのお考えをお話し下さい

ました。 

会場の外に設けた相談ブースにも例年以上にたくさんの相談

者が訪れ、担当者も常に対応に追われていました。患者会と

しても患者の皆様のお役に立てたのではないかと思います。 

（大分 IBD友の会 菅野忠幸）
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NPO法人 IBDネットワーク 社会制度担当 

『ＩＢＤネットワークでは、軽症者で医療費助成の対象外となった方へも、必要なサービスが必要な時に受

けられるよう、充分な情報を提供するために活動していきます。』   

前回の会報「みんなで知ろう難病法 その１」では、自己負担上限額管理票・ふたつの救済措置について

ご説明しました。只今、特定医療費（指定難病）受給者証の更新時期となっております。平成 29年１２月３

１日の経過措置修了に向けて、次期医療証の有効期限が 12 月 31 日までに延長されるとのお知らせがあった

県も多いようです。申請方法や必要書類が県によって異なる可能性があります。どのような状況でも対応で

きるように、今から準備しておきましょう。 

今回の「みんなで知ろう難病法」では、6 月 11 日に開催された九州エリア交流会での難病法ミニ勉強会の

内容を含めて、これから私たちが気をつけなければならない点についてご説明します。 

 

★★★ 九州エリア交流会 難病法ミニ勉強会より ★★★ 

１．難病法おさらい・・・ふたつの特例措置 

  ①高額かつ長期とは？⇒ 一般の認定者（2 割負担）で、ひと月の総医療費が 5 万円を超える月が年間 

6 回以上あれば、一般所得Ⅰ以上の方は自己負担限度額が減額になる。 

  ②軽症高額該当とは？⇒軽症者で支給認定外（3 割負担）でも、ひと月の総医療費が 33,330 円を超える 

月が年間 3 回以上あれば、支給認定（負担額が 2 割で一般の限度額）となる。 

※自己負担限度額管理票に書ける医療費の種類 

   

 

 

２．自己負担限度額管理票の問題 

①各県で様式が違い、総医療費の記載欄がない県もある。 

  ②自己負担限度額に達するとほとんどの病院が記載を止めてしまっている。 

→「限度額管理」ではなく「総医療費管理」でなくてはならない。特例措置の対象となるかどうか、 
ひと月の総医療費を把握するには、最低でも 5 万円に達するまで書いてもらう必要がある。 
医療証の注意事項欄には、「総医療費の記入がない場合は領収書などの添付でも可」とあるが、 
病院によっては、難病に関わる医療費と、難病以外の医療費をまとめて領収書の発行している所 
があり、領収書だけでは難病だけに関わる医療費が把握できない。 

 

※領収書と明細書･･･限度額に達して窓口支払いが無くなると発行されていない?! 

病院は全ての診療行為で明細書を発行するよう推奨されているが、自己負担のない場合は対象外。 

      但し、患者が求めた時は発効する義務がある 
       領収書→１回の受診・入院にかかった項目ごとの小計と総医療費・自己負担額が書いてある。 
       明細書→レセプト。行った診療、検査、処置、各種管理料、食費など、個々で全部書いてある。 
        管理票→レセプトの中から、難病に関わるものだけの合計を書いてくれる。 

→言わないと発行してくれないので忘れないように申し出る！

軽症者問題プロジェクト 

 

 

診察・薬剤の支給・医学的処置、手術及びその他の治療・居宅における療養上の管理及び

その治療に伴う世話その他の看護・病院又は診療所への入院及びその療養に伴う世話そ

の他の看護・訪問看護・訪問リハビリテーション（医療機関が実施するものに限る。）・居宅

療養管理指導・介護療養施設サービス・介護予防訪問看護・介護予防訪問リハビリテーショ

ン（医療機関が実施するものに限る。）・介護予防居宅療養管理指導 
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３．総医療費のチェックをいつからする？ 

  ①軽症者（H27年 1月以降に発症し、現在認定されていない人） 

     過去 1 年間のひと月毎の総医療費をチェック。⇒軽症高額該当（上記参照） 

  ②新規認定者（H27年 1月以降に認定・中等症以上） 

     過去 1 年間のひと月毎の総医療費をチェック。⇒高額かつ長期（上記参照）    

  ③既認定者（H26年 12月 31日までに認定・H29年末日まで経過措置中） 

今からでもチェック。経過措置修了後に特例措置の対象となるかを把握するには申請期間も考慮して 

今年（H28 年）７月頃からの記録を残しましょう。⇒高額かつ長期・軽症高額該当（上記参照） 

 

【おまけ★参考･･･平成 28年度診療報酬改定の概要より】 

※１．紹介状を持たない大病院受診は、負担額が増えるの？ 

   →公費負担医療（指定難病など）は負担額はなし。 

国は地域の医療ネットワークの構築（かかりつけ医⇔大病院）を進めたいため、紹介状なしの大病院 
受診に定額負担の徴収を責務とした（初診時、最低 5000 円。歯科は 3000 円）が、指定難病は対象外。 

※２．平成 28年 4月から、みんなの入院時食事代が増えるの？ 

→指定難病・小児慢性特定疾患などは据え置き。 
一律 1 食 640 円で患者負担が 260 円だったのが、2016 年 4 月から 360 円へ、2018 年からは 460 円へ、 
段階的に引き上げられるが、難病患者は据え置き 260 円。（難病法で経過措置中の方は、そのうちの 
１/２負担。非課税・長期入院などではさらに減額措置あり。） 

    

 

 

※ 自己負担限度額管理票に書ける項目は、病院・薬局だけではありません！ 

難病医療に関わる多くの項目があります。訪問看護・訪問リハビリ・介護予防 etc･･･ 

※ 自己負担上限額に達しても記入をやめないで！ 

総医療費累計が 5万円になるまで指定医療機関での記入をお願いしましよう 

※ 念のため、明細書は毎回出してもらいましょう！  

※ 限度額に達し、支払いが無くても明細書の発行を依頼しましょう！ 

    医療費明細書は言わないと出してもらえません。記録を残しましょう。 

※ さかのぼって 1年間 月毎の総医療費、要チェックです！ 

       経過措置修了（H29年 12月 31日）まで残り 1年半。 

更新申請期間を考慮して今すぐチェック開始です。 

 

～みんなで知ろう難病法～その２ 

ここだけでもチェック！ 
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障害者差別解消に向けた職員対応要領の策定案への 
     パブリックコメントに衆議院より回答が来ました！ 

平成 28 年 4 月 1 日 『障害者差別解消法』が施行されました。政府は関係各所へ「職員対応要領（障害者に対

しどのような対応をすべきか、何が差別に当たるかなどを具体的にまとめたもの）」の策定を指示しました。その

中の衆参両院・国会図書館に対し、IBD ネットワークとしてパブリックコメントを提出していましたが、今回衆議

院事務局より回答が来ましたのでご報告します。尚、前回の会報 ２０１５冬号 P.9 に掲載しておりました、参

議院・国会図書館へのパブリックコメントについての結果も合わせてご報告します。 

「衆・参両院事務局、国会図書館における職員対応要領案に対する意見の回答及び結果」 

       ※注 ○衆 ･･･衆議院  ○参 ･･･参議院  ○図 ･･･国会図書館 

意見 意見に対する回答及び結果 

○衆○参○図  第 2条（不当な差別的取り扱いの禁止） 

■障害者の定義の中に発達障害の文言があるの
に『難病』が明記されておらず、わ かりにくい。 
難病が障害に含まれる事になって間もないこ
と、周知には時間がかかること、また、難病 の
特性（病状に波がある）が今までの障害の概念
と異なることを踏まえ、明記してほ しい。 

■○衆からの回答･･･職員対応要領第 2 条における「障
害」の定義は、障害者基本法第 2条第 1号と同じであ
り、発達障害や難病等に起因する障害が含まれており
ます。よって現在案のとおりとさせていただきます。        

■○参 ・○図 の結果･･･本文に反映されていませんでし
た。 

○図別紙 第 4 合理的配慮の基本的考え方 ４  ○参別紙 第５ 合理的配慮の基本的考え方 ４   

■合理的配慮の具体的な考え方の 4 項にある
「…また、障害の状態などが変化するこ ともあ
るため、特に、障害者との関係性が長期にわた
る場合などには…」について。 難病患者には固
定された障害のほか、病状に波がある場合が多
く、1 日の中でも急に悪く なったり持ち直した
りする。難病の特性を理解して頂くため、（難
病患者においては 1 日 の中でも状態が変化す
る場合がある）の但し書きを加えて欲しい。 

■○参 ・○図 の結果･･･本文に反映されていませんでし
た。 

○衆○図別紙 第 4 合理的配慮の基本的考え方 ５  ○参別紙 第５ 合理的配慮の基本的考え方 ５ 

■（下線部についての修正を要望） 別紙 第４ 
合理的配慮の基本的な考え方 （原文）５ 衆議
院事務局がその事務又は事業の一環として実施
する業務を事業者に委託等 する場合は、……委
託等の条件に、対応要領を踏まえた合理的配慮
の提供について盛り込 むよう努めることが望
ましい。 （下線部の修正案） 必須条件として
盛り込み、その履行を確実なものとする。 

■○衆からの回答･･･障害者差別解消法においては、民
間事業者が行う障害者への合理的配慮は努力義務とさ
れているため、現在案の記述といたしております。し
かしながら、事務局がその事務を外部に委託等する場
合には、委託等の条件に職員対応要領を踏まえた合理
的配慮の提供について盛り込むよう努めてまいりま
す。 

■○参 ・○図 の結果･･･本文に反映されていませんでし
た。 

※対応要領本文は下記サイトで閲覧できます。 

 

衆議院･･････衆議院ホームページトップ ＞衆議院事務局における障害を理由とする差別の解消の推進 

参議院･･････参議院ホームページトップ ＞ご案内 ＞参議院事務局障害者差別解消対応要領 

国会図書館･･ホームページトップ＞サービス概要＞障害者サービス＞国立国会図書館における 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領 
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World IBD Day 

World IBD Day啓発 マフラータオルやＴシャツ・ピンバッチ・ステッカーが出来ました。 
（取り扱いは九州 IBDフォーラム）    

＊熊本震災支援になります。皆様からの申込みお待ちしております。 

啓発グッズ申し込み方法： 

ＩＢＤネットワークＨＰより申込書をダウンロードの上必要事項を記入し、記載のメールまたは FAXにてお願いいたします 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日新聞を購読されている方はご覧に

なられたかと思いますが、ＩＢＤの啓

発活動として、５月１９日「World IBD 

Day」にアッヴィ合同会社と共同で、朝

日新聞テレビ面にＩＢＤを理解する日

の告知広告を掲載しました。 

 

 

 

 

WORLD IBD DAY JAPANロゴ 

http://www.ibdnetwork.org/pdf/20160519abbvie.pdf
http://www.ibdnetwork.org/pdf/20160519abbvie.pdf
http://www.ibdnetwork.org/pdf/20160519abbvie.pdf
http://www.ibdnetwork.org/pdf/20160519abbvie.pdf
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